
学校教育モデル 福祉の視点を備えた小・中学校教員をめざす人に

実習先では、教員によって授業の導入や教具の扱い方、子どもの

意見の引き出し方が異なると気づき、マニュアル通りの指導ではな

く「自分の型」をつくり上げることの大切さを知りました。算数・数学

嫌いの子どもが多いことが課題だと感じ、ゼミでは楽しく学びながら

苦手意識を払拭できる教具づくりのノウハウを学んでいます。

　 学校福祉論 　 総合的な学習の時間の指導法
教員は、子どものしあわせを具現化する専門職です。授業で

は人権擁護の意義、地域連携、多職種連携、教育と福祉

の連携などを学び、チーム学校時代の教員像を考えます。

「総合的な学習の時間」が登場した経緯とその意義を理

解して、テーマ設定や学習の展開方法について実践事例

を題材に学び、授業実践のイメージを持てるようにします。

特別支援教育モデル 障害のある子どもを支援できる教員をめざす人に

福祉に強い教員を養成する理念は学校教育モデルと同じです。学校教育全般に加

えて特別支援教育を学び、障害児教育にかかわる高度な専門職を育てます。多様な

障害の特性、障害児の発達や心理、取り巻く環境について理解を深めます。

福祉に強い小・中学校教員をめざす人の履修モデルです。子どもにまっすぐ向き合っ

てその声をしっかりと聞く力、心理職・福祉職とも連携して課題を解決する力、特別な

教育ニーズを抱える子どもと家族を理解して支援する力を養います。

　 特別支援教育論 　 発達障害児指導法 　 重度重複障害児指導法
心身に障害のある子どもの教育の理念、障害児教育の歴

史や思想、特別支援教育に関わる社会的・制度的・経営

的事項などを学び、特別支援教育全般の理解を深めます。

特別支援教育の経験豊富な教員が担当し、重度障害児・

重複障害児の生理・病理・心理を踏まえつつ、随伴する各

種障害に合わせた指導内容・方法を学ぶ演習科目です。

発達障害の基礎的理解をふまえ、特別な教育的ニーズ

のある子どもの現状や課題を考え、支援方法を学びます。

さらに、家族の支援などについても理解を深めます。

　 中等社会科教育法D
中学校社会科は、民主的な主権者としての基礎を養う科

目です。過去の授業記録を題材にして教員の発想や問

題意識の大切さを学び、具体的な指導法身につけます。

特別支援学校高等部で行った実習で、私は園芸の作業学習を担

当。言葉での対話が難しい生徒への指導に最初は戸惑ったもの

の、その子に合った伝え方をあれこれと工夫し、通じ合えたときには

大きな達成感を味わいました。就職後は、講義で得た知識をそのまま

使うのではなく、相手に合った方法を考えるヒントとして活かします。
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PICK UP

取得をめざす免許状に対応した科目群をまとめた履修モデル

小学校教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状（社会）

小学校教諭一種免許状
特別支援学校教諭一種免許状
（知的障害・肢体不自由者）

卒業研究テーマ ・子どもとスクールソーシャルワーカーとの適切な距離
・障害児の支援方針に関する関係機関と保護者の共通認識の違い
・小学校のシャープペンシルを使用禁止は認められるものか

・非行少年と家庭環境
・日本におけるヤングケアラーの現状と課題
・算数科教育における教材のデジタル化について

40時間を越える就業体験で、学校で働くスキルと心構えを学ぶ。

4年一貫ゼミで“研究力”を身につける！

取得すべき
資格

取得すべき
資格

就職先：岐阜県教育委員会（小学校）

藤田 開成さん

2023年3月卒業　岐阜県／可児高等学校 出身

就職先：名古屋市教育委員会（特別支援学校）

安達 あゆみさん

2023年3月卒業　愛知県／大同大学大同高等学校 出身

地域の小中学校で行う就業体験です。

3年次の教育実習や4年次の教員採用試験との関連も考慮し、2年次と4年次に設定されています。

教職インターンシップⅠ（2年次通年）

小学校実習前年となる2年次に、年間40時間にわ
たって行います。定期的に学校に通い、授業の進め
方や子どもたちの様子、授業以外の教員の仕事など
を見学・体験して学校での仕事を理解します。

教職インターンシップⅡ（4年次後期）

卒業後、教職に就く予定の学生が対象。就職の直前
に現場を体験することで、教員としての心構えをつく
り、4年間の学びの総仕上げとします。

：学校教育モデル科目  　　：特別支援教育モデル科目  黒字：モデル共通科目　※印は、全学教育センター開講科目

スポーツ実技
フレッシュマンイングリッシュⅠ・1～Ⅱ・2
情報処理演習Ⅰ・Ⅱ
言語と文化Ⅰ・Ⅱ
海外フィールドワーク
福祉社会入門※
日本福祉大学の歴史※
知多学※
ヒューマンケアのための
　多職種連携※
人間発達学Ａ・Ｂ
保育実践入門

教育実践入門
障害学入門
思春期のセクシャリティ
心理学概論
自然科学の世界
社会科学の世界
人文科学の世界
総合演習Ⅰ・Ⅱ
ジェンダー論
市民社会の諸問題
日本国憲法
スポーツと文化

福祉の力※
文章作成力演習※
教育学基礎演習

教育方法論
生徒・進路指導論
国語科研究
社会科研究
算数科研究
音楽専門研究Ⅰ
造形専門研究Ⅰ
スポーツ専門研究Ⅰ
理科研究
生活科研究
家庭科研究
外国語研究
子ども家庭福祉論Ⅰ・Ⅱ
学校福祉論
学校教育演習
国語科研究法
社会科研究法
図画工作研究法
音楽科研究法
体育科研究法
教職インターンシップⅠ

ビジネススキル
インターンシップⅢ・Ⅳ

アダプテッド・スポーツ

学童保育論
学校教育学専門演習Ⅱ
音楽専門研究Ⅱ
造形専門研究Ⅱ
スポーツ専門研究Ⅱ
教職インターンシップⅡ
教職実践演習（小中）

倫理学特講（生死学）
司法福祉論
教育実習Ⅰ（中・事前事後）
教育実習Ⅱ（中）

障害児教育特論
障害児教育実習Ⅰ（事前事後）
障害児教育実習Ⅱ
障害児アセスメント演習

知的障害児指導法
肢体不自由児教育論
肢体不自由児指導法
聴覚障害児指導法
重度重複障害児教育論
重度重複障害児指導法
聴覚障害児の
　心理・生理・病理
病弱児の
　心理・生理・病理
動作法

道徳教育の理論と方法
特別活動方法論
教育相談の理論と方法
特別ニーズ教育論
教育福祉論
学校教育学専門演習Ⅰ
算数科教育法
理科教育法
生活科教育法
家庭科教育法
外国語教育法
総合的な学習の時間の指導法
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教育実習Ⅱ（小）

日本史特講
近現代史
自然地理学
人文地理学
政治学特講
法学特講
社会学特講
経済学特講
哲学特講
倫理学特講
宗教学特講
中等社会科教育法B～D
教育実習Ⅰ（中・事前事後）

教職入門
教育と発達の心理学
教育原理
教育制度論
特別支援教育概論
教育課程論
社会福祉論

家族社会学

知的障害児の心理

日本史概論
外国史概論
地理学概論
法学概論
政治学概論
社会学概論
経済学概論
哲学概論
中等社会科教育法Ａ

特別支援教育論
知的障害児教育論
特別支援教育課程論
発達障害児指導法
知的障害児の生理と病理
肢体不自由児の心理
肢体不自由児の生理と病理
視覚・聴覚・病弱児論
発達障害児論
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　：モデル推奨科目!!
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